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●令和５年度事業計画
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●防火防災リーダーの発掘
　　中支部：社会医療法人中央会　介護老人保健施設なにわローランド
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●はんどしぇいく
　　東支部：株式会社神戸マツダ　尼崎店
　　　　　　株式会社グリーンテック　尼崎営業所
●ずいそう
　　北支部：生活協同組合コープこうべ　コープ塚口
●予防コーナー
　　「危険物を収容する容器への表示について」
●地域救命サポート事業
●令和４年火災・救急・救助概要
●消防コーナー　
　　「NBC災害を知っていますか？」
●消防局財務担当からのお知らせ
　　「廃棄消防ホース有効活用プロジェクトについて」
●レンタルDVDの紹介
●消防局公式SNSの紹介
●かいらんばん
●会話による１１９番通報が困難な方へ（WEB119・FAX119）
●三者間同時通訳サービスについて
●火災指令情報のメール配信について
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盛
夏
の
候
、
会
員
の
皆
様

に
は
、
ま
す
ま
す
御
清
祥
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
こ
の
た
び
亀
苔
前
会
長
の

後
任
と
し
て
、
伝
統
あ
る
尼

崎
市
防
火
協
会
会
長
と
し
て

重
責
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
神

鋼
鋼
線
工
業
㈱
の
神
保
（
じ

ん
ぼ
）
で
ご
ざ
い
ま
す
。
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
消

防
局
な
ら
び
に
会
員
の
皆
様

の
御
指
導
と
御
支
援
を
受

け
、
力
を
尽
く
し
て
い
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
一
層
の
御
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
感
染
拡
大
し

て
か
ら
、
３
年
が
経
ち
、
コ

ロ
ナ
に
対
す
る
対
応
に
も
変

化
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
変
化
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
大
き
な
災
害
が

起
こ
ら
な
い
事
を
節
に
願
い

ま
す
。

　
政
府
か
ら
は
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
が
30
年
以
内
に
起
き

る
確
率
が
70
〜
80
％
程
度
と

発
表
さ
れ
て
お
り
、
大
規
模

地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
災
害
に
対
し
て
は
、
地
域

住
民
・
企
業
に
よ
る
自
主
防

災
組
織
へ
の
主
体
的
な
参
加

と
連
携
に
よ
る
地
域
の
総
合

的
な
防
災
力
の
向
上
が
益
々

必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

万
一
の
事
態
に
お
い
て
適
切

な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
に
、

日
ご
ろ
か
ら
意
識
を
高
め
、

災
害
を
想
定
し
た
訓
練
に
真

剣
に
取
り
組
み
、
繰
り
返
し

行
う
こ
と
で
十
分
な
備
え
を

行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
消
防
局

関
係
各
位
の
御
指
導
を
仰
い

で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
自
然
災
害
へ
の
備
え
の
み

な
ら
ず
、
防
火
・
防
災
活
動

は
消
防
局
関
係
各
位
な
ら
び

に
地
域
住
民
の
皆
様
と
当
協

会
と
の
強
い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
上
に
成
り
立
つ
も
の
と
考

え
ま
す
の
で
、
三
位
一
体
と

な
っ
た
防
火
・
防
災
活
動
を

通
じ
て
、
災
害
に
強
い
街
づ

く
り
に
邁
進
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
会
員
皆

様
の
御
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

会
員
の
皆
様
方
の
益
々
の
御

発
展
と
御
健
勝
を
お
祈
り
い

た
し
ま
し
て
、
尼
崎
市
防
火

協
会
会
長
就
任
の
御
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご

あ

い

さ

つ

神
鋼
鋼
線
工
業
株
式
会
社
　
尼
崎
事
業
所

執
行
役
員
尼
崎
事
業
所
長

神
　
保
　
鉄
　
男
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●
取
組
み
に
つ
い
て

　
当
工
場
は
、
１
９
１
０
年
（
明
治
43
年
）
に
イ
ギ
リ

ス
資
本
の
極
東
工
場
と
し
て
操
業
を
開
始
し
、
１
１
０

年
以
上
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
操
業
当
時
、
海
に
面
し

て
い
た
工
場
の
敷
地
は
、
現
在
西
は
県
道
42
号
尼
宝

線
、
東
と
南
は
西
堀
運
河
で
囲
ま
れ
て
お
り
、
万
が
一

事
故
・
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
運
河
や
大
気
へ
の
化

学
物
質
の
漏
洩
、
県
道
の
通
行
や
近
隣
事
業
所
へ
の
影

響
な
ど
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
工
場
で
は
、
労
働
・
環
境
・
設
備
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

災
害
の
ゼ
ロ
を
目
標
に
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
、
危
険
予

知
、
５
Ｓ
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
な
ど
の
基
本
的
な

安
全
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
０
年
に
社
内
他
工
場
で
発
生
し
た
爆
発
事
故

の
教
訓
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
、
毎
年
８
月
１
日
を

「
安
全
点
検
の
日
」
と
定
め
、
全
社
で
安
定
・
安
全
な

操
業
に
向
け
た
再
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
２
０
２

２
年
度
は
危
険
性
の
高
い
化
学
物
質
の
取
り
扱
い
や
危

険
度
の
高
い
作
業
に
関
す
る
災
害
対
策
の
再
確
認
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
年
工
場
全
体
で
行
う
総
合
防
災
訓
練
で

は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
を
想
定
し
、
そ
れ
に
伴

う
津
波
や
火
災
、
漏
洩
を
想
定
し
た
対
応
訓
練
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
例
年
、
訓
練
に
は
地
元
の
尼
崎
市
西
消

防
署
様
に
も
参
加
し
て
頂
き
、
は
し
ご
車
に
よ
る
高
所

救
出
訓
練
の
実
演
や
初
期
消
火
訓
練
の
指
導
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
取
組
み
の
視
点
等

　
防
火
・
防
災
を
進
め
る
た
め
に
は
、
従
業
員
一
人
一

人
が
当
事
者
意
識
を
持
ち
、
防
火
・
防
災
対
策
と
し
て

決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
・
手
順
の
理
解
と
そ
の
実
践
が
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
教
育
や
訓
練
を
繰

り
返
し
行
い
、
ル
ー
ル
・
手
順
の
周
知
徹
底
に
努
め
る

と
共
に
、
ル
ー
ル
の
理
解
度
確
認
を
定
期
的
に
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
や
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
か

ら
得
ら
れ
た
不
安
全
情
報
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
対
策

を
立
案
・
実
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
工
場
全
体
で
水
平

展
開
を
行
い
、
災
害
防
止
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
過
去
の
災
害
防
止
対
策
が
、
今
現
在
も
継

続
し
て
実
施
で
き
て
い
る
か
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
を
行

い
、
対
策
の
徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

●
取
組
み
の
成
果

　
ル
ー
ル
の
理
解
度
確
認
で
は
、
確
認
結
果
か
ら
理
解

の
進
ん
で
い
な
い
ル
ー
ル
や
対
象
者
の
傾
向
が
あ
る
程

度
つ
か
め
る
た
め
、
そ
れ
を
補
強
す
る
教
育
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
防
災
訓
練
後
に
毎
回
実
施
し
て
い
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
以
前
に
比
べ
て
、
よ
り
現
実
的
な

意
見
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
お
り
、
防
火
・

防
災
に
対
す
る
従
業
員
一
人
一
人
の
当
事
者
意
識
は
向

上
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
出
さ
れ
た
意
見
を

参
考
に
、
よ
り
実
用
的
な
手
順
や
訓
練
へ
と
見
直
し
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
た
め
、
訓
練
参

加
者
数
を
制
限
し
て
き
ま
し
た
が
、
訓
練
未
参
加
者
か

ら
の
要
望
に
応
え
、
２
０
２
１
年
度
か
ら
は
訓
練
の
様

子
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信
し
、
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

●
新
た
な
課
題

　
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
、
当
工
場
も
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
危

険
物
施
設
が
多
数
存
在
す
る
中
で
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
の
利

用
を
進
め
る
に
は
、
経
産
省
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
の
っ
と
り
、
非
防
爆
機
器
の
使
用
可
能
エ

リ
ア
を
厳
密
に
設
定
し
、
自
主
行
動
計
画
を
策
定
し
て

順
守
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
機
器
の
利
用
範
囲
の
拡

大
が
災
害
の
引
き
金
に
な
ら
な
い
よ
う
、
新
た
な
ル
ー

ル
作
り
と
適
正
な
運
用
の
徹
底
が
課
題
で
す
。

　
ま
た
、
定
年
延
長
に
伴
い
、
高
年
齢
従
業
員
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
従
業
員
自
ら
、
自
身
の
体
力
や

健
康
の
維
持
増
進
に
努
め
る
よ
う
促
す
と
共
に
、
高
年

齢
従
業
員
に
配
慮
し
た
防
火
・
防
災
体
制
の
構
築
も
、

今
後
の
課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

防
火
・
防
災
意
識
の
向
上
と

　災
害
リ
ス
ク
低
減
活
動
の
強
化
に
よ
り
、

　
　
　
　事
故
・
災
害
ゼ
ロ
を
達
成
し
よ
う

特集物件名称：日油株式会社　尼崎工場
所 在 地：兵庫県尼崎市大浜町 1-56
全体面積：183,000 ㎡
所 有 者：日油株式会社
利用形態：管理部門、製造部門、技術部門、物流部門、品質保証部門、
　　　　　研究部門、関連会社
そ の 他：常駐業者（複数）

施設の概要施設の概要
　
当
工
場
で
は
、
多
種
多
様
な
化
学
物
質
、
高
圧
ガ
ス
な
ど
を
使
用
し
て
、
高
温
・
高
圧

に
よ
る
反
応
や
分
離
精
製
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
扱
い
を
誤
る
と
、
漏

洩
・
爆
発
・
火
災
な
ど
の
重
大
事
故
・
災
害
を
招
く
こ
と
に
な
り
、
当
社
の
み
な
ら
ず
地

域
社
会
の
皆
様
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
工
場
自
体
は
創
業
開
始
後
１
１
０
年
が
経
ち
ま
す
が
、
近
い
将
来
、
必
ず
発
生
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
て
お
り
、
古
い
建
物
や
設
備
の

計
画
的
な
更
新
が
課
題
で
す
。

　
当
工
場
で
は
、
多
種
多
様
な
化
学
物
質
、
高
圧
ガ
ス
な
ど
を
使
用
し
て
、
高
温
・
高
圧

に
よ
る
反
応
や
分
離
精
製
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
扱
い
を
誤
る
と
、
漏

洩
・
爆
発
・
火
災
な
ど
の
重
大
事
故
・
災
害
を
招
く
こ
と
に
な
り
、
当
社
の
み
な
ら
ず
地

域
社
会
の
皆
様
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

　
工
場
自
体
は
創
業
開
始
後
１
１
０
年
が
経
ち
ま
す
が
、
近
い
将
来
、
必
ず
発
生
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
現
実
味
を
帯
び
て
き
て
お
り
、
古
い
建
物
や
設
備
の

計
画
的
な
更
新
が
課
題
で
す
。
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て
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場
は
、
１
９
１
０
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年
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に
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０
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史
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他
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な
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を

「
安
全
点
検
の
日
」
と
定
め
、
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社
で
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・
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操
業
に
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た
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２
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ア
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。
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０
２
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Ｗ
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と
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範
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。
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築
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。
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わが社の防火防災わが社の防火防災特集 わが社の防火防災わが社の防火防災特集

救護訓練（普通救命講習）救護訓練（普通救命講習） 人員・施設点検訓練人員・施設点検訓練

初期消火訓練初期消火訓練 消火訓練消火訓練

高所救出訓練（西消防署と合同）高所救出訓練（西消防署と合同） 流出対策訓練流出対策訓練

有害ガス漏洩時救護訓練有害ガス漏洩時救護訓練 水素ホルダー散水訓練水素ホルダー散水訓練

わが社の防火・防災訓練わが社の防火・防災訓練
製造部　第 2製造課　課長　高橋　真人

 職場全員、安全第一

　職場では潤滑油や電子材料の中間素材を製造しており、原料や製品として引火性液
体や自己反応性物質を扱っています。静電気対策や取扱い時の漏洩対策を徹底し、職
場全員、安全第一を意識してモノづくりを行っています。
　職場には古い設備も多く、定期的な設備更新を進めています。また、日常点検で見
つかった不具合については、速やかに対応を行い、重大災害の防止に努めています。
万が一災害が発生した場合に備え、若手でも正しく、速やかに対応出来るよう、毎
年、初期消火訓練や土嚢訓練等の防災訓練を行い、スキルアップを図っています。　

技術部　部長　宮武　慶充

災害リスクを低減させる

Ｑ　防火防災について考えるきっかけとなった出来事は何ですか？
　1995年１月17日に発生した「阪神淡路大震災」です。当時私は学生でしたが、自宅
近くの道路や鉄道などのライフラインが寸断されている現実を目の当たりにしまし
た。

Ｑ　防火防災について若手職員にどのように指導していますか？
　職場の安全会議で、過去の災害事例を説明し、いつでも・どこでも起こりうる、と
いうことを伝えています。ただ、経験しないと自分事として捉えづらいことがありま
すので、自衛消防隊の放水訓練や消防操法大会に優先的に参加させ、防火防災に対す
る意識を向上させています。

Ｑ　防火防災について今後新たに取り組みたいことは何ですか？
　近年増加しているゲリラ豪雨や高潮などの自然災害への対応は今後も継続が必須で
す。また、設備の保守点検を併せて強化し、災害リスクをさらに低減させたいと考え
ています。

環境安全管理室　室長　山本　隆裕
当事者意識を持って訓練に取り組む

Ｑ　事業所における防火防災についてのスローガンや、取り組みなどについて教えて
ください。
　当社は全社で「完全ゼロ災」を目指した安全活動を展開しています。労働・環境・
設備などの各災害の防止を図るため、危険に対する感性の向上と基本的安全行動の徹
底、災害リスクの低減の他、環境関連設備の適正な運転管理や防災体制の強化などに
取り組んでいます。

Ｑ　事業所における防火防災についての長所や短所、改善点、その他あなたが思うこ
とは何ですか？
　工場全体で行う総合防災訓練では、西消防署様にも参加して頂いています。普段見
られない消防車による放水やはしご車による高所からの救出などを間近で体験できる
ことから、教育訓練としてのインパクトは絶大です。また工場内のグラウンドで行う
初期消火訓練では、西消防署様の指導のもと、粉末消火器を用いて実際に燃えている
火を消火する訓練を実施しており、本物の消火操作を体験できるため、実用的な訓練
であると考えています。

Ｑ　防火防災について若手職員に伝えたいことは何ですか？
　自然災害にしろ、人災にしろ、いつ自分が当事者になるか分かりません。教育や訓練は、いざというとき、被害の拡大防止
や自分の身を守るために最大限活用できるように、真剣に取り組み、知識と経験を積んでもらいたいと思います。
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